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（9） 花見川上流 
  

 

 

 

●水域の概要と水環境の現状 

 １）水域の概要 

 

区 名 町丁名 

花見川区 天戸町、内山町、宇那谷町、柏井町、柏井 1 丁目、柏井 4 丁目、こてはし台

１～６丁目、犢橋町*、作新台 1～8 丁目、さつきが丘 1～2 丁目、三角町、

千種町、大日町、武石町１丁目*、長作町*、長作台 1～2 丁目、畑町*、花島

町、花見川、花見川１～９、み春野町１～３丁目、横戸台、横戸町 

稲毛区 小深町*、山王町、長沼町*、長沼原町*、宮野木町 

(備考)町丁名の後ろの*は、2 つ以上の水域にまたがっている町丁を示します。 

・ 花見川は、印旛沼の水位調整のために整備された放水路です。 

・ 花見川上流域には、背後に住宅地や工業団地が立地している地域もありますが、流域に沿って緑

地が整備されており、花見川区を貫く形で緑地軸が形成されています。 

・ 花島橋周辺は公園として自然歩道やサイクリングコースが整備されています。また、雑木林、竹

林、アシ、ススキ等の植生に恵まれ、市内でも有数の野鳥の生息地になっています。 

・ 平成 28 年 3 月末現在、水域内の人口は約 95,100 人、世帯数は約 41,000 世帯です。（推計

値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）都川上流 

 

 

 

  基本方針 

  ・緑豊かな水辺レクリエーション空間             

  ・水辺との多様な関わりを通じた「親しみ感」の醸成     

（9）花見川上流 ～歴史と花に親しむ水辺～ 

 

 

 

②花島橋より上流を臨む 

①花島公園 
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 ２）水環境の現状 

■水生生物の生息・生育状況 

   【魚 類】 

  平成14年度は５種、平成18年度は６種、平成24年度は10種が確認されました。このう

ち重要種※は、オイカワ、モツゴ、クロダハゼ、ヌマチチブの４種が確認されました。平成

24年にはモツゴが確認されなかったものの、コイ、ゲンゴロウブナ、オオクチバスと重要種

であるオイカワ4種が新たに確認されていることから、本地点における魚類の生息環境に大

きな変化はないものと言えます。 

 
   【底生生物】 

  平成14年度は11種、平成18年度は10種、平成24年度は21種が確認されました。この
うち重要種は、テナガエビ、スジエビ、コシアキトンボ、コオイムシの４種が確認されまし
た。平成18年度及び平成24年度の調査を比較すると、種数は増加しましたがユスリカ類や
イトミミズ類が多く、底生生物の生息環境に大きな変化はないものと言えます。 

 

◇底生生物による生物学的水質判定 
  底生生物による生物学的水質判定を行うと、平成14年度及び平成18年度の春季ともに、
「よごれている」～「とてもよごれている」となっています。また、平成18年度秋季は、「と
てもよごれている」となっています。平成24年度の春季は「とてもよごれている」、秋季は
「よごれている」～「とてもよごれている」となっており、底生生物の生息環境に大きな変
化はないものと言えます。。 
 

河川 
（地点） 

年度 調査時期 きれい 
わりあい 
きれい 

よごれている 
とても 

よごれている 

花見川上流 
（花島橋） 

H14 
春季     
秋季     

H18 
春季     
秋季      

H24 
春季     
秋季     

生物学的水質判定結果模式図（花島橋） 

なお、一般的にきれいな水域には｢カワゲラ類｣、わりあいきれいな水域には｢コカゲロウ類｣、
よごれている水域には｢ミズムシ｣、とてもよごれている水域には｢イトミミズ｣などの生物が当
てはまります。 

 
   【植 物】 

  平成21年度に190種、平成24年度に210種が確認されました。重要種はヤナギイノコヅ
チ、ダイコンソウ、ナルコユリの3種が確認されました。 

 

※重要種：環境省や千葉県、千葉市のレッドリストに記載された、千葉市の生物保護上重要な野生生物のことをいいます。 
------------------------------------------------------------------------------------------- 
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花見川上流の花島橋で確認された水生生物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【河川の水質】 

花島橋における BOD 年平均値は、低下す

しており、近年では計画目標値の 5mg/L

以下を達成しています。 

 

 

 

 

 【生活排水処理形態別人口】 

平成 27 年度における処理形態別の水域

人口の割合は、下水道処理人口が約 98％と

なり、合併処理浄化槽人口が約 1％未満、単

独処理浄化槽人口が約 1％、その他が約 1％

となっています。 

 

 

 

 

 
～グラフ中の凡例の説明～ 

 
汲取（汲み取り） 
単独（単独処理浄化槽） 
合併（合併処理浄化槽） 
下水（公共下水道） 

太字は指標生物を示します。 

生物 守りたい・保全したい生き物 H14現況 H18現況 H24現況

魚類

クロダハゼ、ヌマチチブ、オイカワ、
モツゴ、キンブナ、ギンブナ、
ニホンウナギ、タモロコ、ウグイ、ナマズ

フナ属の一種
モツゴ
カダヤシ
ブルーギル
ヌマチチブ

フナ属の一種
モツゴ
カダヤシ
ブルーギル
クロダハゼ
ヌマチチブ

オイカワ
コイ
ゲンゴロウブナ
フナ属
カダヤシ
オオクチバス
ブルーギル
ヌマチチブ
クロダハゼ
タイリクバラタナゴ

底生生物

スジエビ、テナガエビ、コシアキトンボ、
コオイムシ、オニヤンマ

イトミミズ亜科の一種
ユスリカ亜科の一種
ユスリカ属の一種
ナガミミズ目の一種
テナガエビ
など全11種

イトミミズ亜科の一種
ツヤユスリカ属の一種
テナガエビ
スジエビ
コオイムシ
など全10種

イトミミズ亜科の一種
ユスリカ属の一種
テナガエビ
スジエビ
コシアキトンボ
など全21種

H24現況
ナガエツルノゲイトウ
ミゾソバ
セイタカアワダチソウ
など全210種

H21現況

ナガエツルノゲイトウ
ヨシ
など全190種

植物

ヨシ、オギ、マコモ、クサヨシ



 

89 

 

●望ましい水環境の姿 

 １）守りたい・保全したい生き物 

魚類 

①クロダハゼ、ヌマチチブ、オイカワ 

②モツゴ、キンブナ、ギンブナ、ニホンウナギ、

タモロコ、ウグイ、ナマズ 

①守っていきたい種 

（保全したい種） 

②生息（生育）を目指す種 

（呼び戻したい種） 
底生生物 

①スジエビ、テナガエビ、コシアキトンボ 

②コオイムシ、オニヤンマ 

植物 ①ヨシ、オギ、マコモ、クサヨシ 

 ２）物理環境 

流速 5～30cm/s 

水深 100cm 以上 

河床材料 中～細礫、中～細砂 

河道 現在の形状を活かす。 

護岸構造 環境に配慮した護岸 

河川周辺 遊歩道、サイクリングコース沿いの親水・修景施設等の充実 
水源域の谷津、河川沿いの樹林地、湿地等の保全・再生 
原風景を活かした季節感のある周辺景観の保全・創出 
河道を含めてゴミが散乱していない。 

 ３）水質・流量 

ＢＯＤ 5mg/L 以下 

溶存酸素量 5mg/L 以上 

大腸菌群数 5,000MPN/100mL 以下 

流量 人為的に流量を調節している河川であるため設定しない 

 

●目標達成のための取組み  

 １）いろいろな水辺の生き物の保全 

・ 河川改修にあたっては生物の生息・生育環境の保全に十分に配慮します。特に、勝田川において

は、護岸に土羽構造※を採用し、ブロック箇所には掘削した土を詰めた環境保全型ブロック※を用

いるなど、植物の生育に配慮します。また、魚類の遡上にも配慮します。 

・ 花見川上流は、市内でも有数の野鳥の生息地になっていることから、河川沿いの斜面林の保全等、

鳥類の生息環境の保全に配慮します。 

 

２）親しみのもてる水辺の創出 

・ こてはし台調整池が多目的調整池として親しみのもてる水辺の機能を維持できるように、市と市

民が連携して維持管理を行います。 

・ 人々が快適に水辺の散策や散歩ができるように、遊歩道やサイクリングコース沿いの除草や清掃

を適切に実施し、景観等の向上に努めます。 

・ （仮称）水環境保全委員による清掃活動を実施します。 

・ 花島公園を核として、サイクリング、散歩、休憩、野鳥の観察など市民のさまざまなニーズに対

応した多目的レクリエーション空間の創出を図ります。 

 
------------------------------------------------------------------------------------------- 

※土羽構造  
コンクリートを使わずに、土と張芝による法面構造のことをいいます。 

※環境保全型ブロック 
安全の確保と生態系の保全を両立できるように構造を工夫したブロックのことをいいます。 
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 ３）ゆたかな流れ（水量）の確保 

・ かん養域である森林や谷津田（柏井）、農地の保全を図ります。 

・ 民有林を対象とした枝打ちや、間伐林内の整備等を行い、森林の保全・育成を図ります。 

・ 市民の森（柏井、横戸、長作）において、市民との連携による維持管理を実施します。 

 

 ４）きれいな水（水質）の保全 

・ 生活排水の集合処理（公共下水道等）を進めるとともに、集合処理が適さない地域については、

合併処理浄化槽の設置を促進します。 

・ 工場・事業場からの排出負荷の削減を推進します。 

・ 環境保全型農業（環境にやさしい農業）の推進や家畜ふん尿の適正な処理の指導に努めます。 

 

 

●主な施策 

いろいろな水辺の生き物の保全 多自然川づくりの推進（勝田川） 

親しみのもてる水辺の創出 

こてはし台調整池の維持管理〔水辺再生事業〕 

河川等環境の保全 

（仮称）水環境保全委員による活動 

ゆたかな流れ（水量）の確保 

森林の育成・保全〔優良森林整備事業〕 

市民の森の整備・市民協働による維持管理 

（柏井、横戸、長作） 

農地の保全 

谷津田の保全（柏井） 

きれいな水（水質）の保全 

生活排水対策の推進〔公共下水道・合併処理浄化槽〕 

工場・事業場排水等の適正処理の指導 

環境保全型農業の推進 

畜産環境対策の推進 

※かん養域 
雨水が土壌に浸透し、地下水が補給される場所のことをいいます。 

------------------------------------------------------------------------------------------- 
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（10） 花見川下流 

 

 

●水域の概要と水環境の現状 

 １）水域の概要 

区 名 町丁名 

花見川区 朝日ヶ丘 1～5 丁目、朝日ヶ丘町、検見川町 1～3 丁目、検見川町 5 丁目*、武

石町 1～2 丁目*、浪花町、畑町*、花園町*、花園 1～5 丁目、幕張町 4～6丁目

*、瑞穂 1～3 丁目、南花園 1～2丁目 

(備考)町丁名の後ろの*は、2 つ以上の水域にまたがっている町丁を示します。 

・ 花見川下流域には住宅地や市街地が形成され、河川沿いにはサイクリングコースや公園緑地が整

備されています。 

・ 平成 28 年 3 月末現在、水域内の人口は約 53,700 人、世帯数は約 23,100 世帯です。（推計

値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象区域位置図 

①花見川千本桜緑地 ③新幕張橋より上流を臨む 

① 

② 

③ 

②新花見川橋より上流を臨む 

（1）都川上流 

 

 

 

  基本方針 

  ・街に憩いを与える水辺空間             

（10）花見川下流 ～人々の出会いと憩いの場の創出～ 
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 ２）水環境の現状 

■水生生物の生息・生育状況 

   【魚 類】 

  平成14年度は６種、平成18年度は７種、平成24年度は10種が確認されました。このう

ち重要種※は、ビリンゴが確認されました。底生性のハゼ科の確認種数に変化はなく、本地点

における魚類の生息環境に大きな変化はないと言えます。 

 
   【底生生物】 

  平成14年度は20種、平成18年度は26種、平成24年度は46種が確認されました。この
うち重要種は、ウミゴマツボ、シラタエビ、テナガエビ、スジエビモドキ、ヤマトオサガニ、
カワグチツボ、モクズガニの7種が確認されました。平成18年度の調査に比べて、平成24
年度の調査では、底生生物の確認種数が増加し、重要種のウミゴマツボ、ヤマトオサガニ、
モクズガニが新たに確認されています。 

 

◇底生生物による生物学的水質判定 

 底生生物による生物学的水質判定を行うと、平成14年度及び平成18年度の春季ともに、
「きれい」～「よごれている」となります。また、平成18年度秋季は、「わりあいきれい」
～「とてもよごれている」となります。平成24年度の春季は「とてもよごれている」、秋季
は「よごれている」～「とてもよごれている」平成24年度は、汚濁に強い生物に適した生息
環境にあるものと言えます。 
 

河川 
（地点） 

年度 調査時期 きれい 
わりあい 
きれい 

よごれている 
とても 

よごれている 

花見川下流 
（新幕張橋） 

H14 
春季     
秋季     

H18 
春季     
秋季      

H24 
春季     
秋季     

生物学的水質判定結果模式図（新幕張橋） 
 
なお、一般的にきれいな水域には｢カワゲラ類｣、わりあいきれいな水域には｢コカゲロウ類｣、

よごれている水域には｢ミズムシ｣、とてもよごれている水域には｢イトミミズ｣などの生物が当
てはまります。 

 
   【植 物】 

  平成21年度に77種、平成24年度に73種が確認されましたが、重要種は確認されません
でした。 

※重要種：環境省や千葉県、千葉市のレッドリストに記載された、千葉市の生物保護上重要な野生生物のことをいいます。 
------------------------------------------------------------------------------------------- 
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花見川下流の新幕張橋で確認された水生生物 

 

 

 

 

 

 

 

 

■水質等の状況 

 【河川の水質】 

新花見川橋における BOD 年平均値は、

年々低下する傾向を示しています。近年で

は計画目標値の 5mg/L 以下を達成してい

ます。 

 

 

 

 【生活排水処理形態別人口】 

平成 27 年度における処理形態別の水域

人口の割合は、下水道処理人口が約 96％と

なり合併処理浄化槽人口が約 1％未満、単独

処理浄化槽人口が約 3％、その他が約 1％未

満となっています。 

 

 

 

 

 

 

～グラフ中の凡例の説明～ 
 
汲取（汲み取り） 
単独（単独処理浄化槽） 
合併（合併処理浄化槽） 
下水（公共下水道） 

太字は指標生物を示します。 

生物 守りたい・保全したい生き物 H15現況 H19現況 H24現況

魚類

スズキ、マハゼ、ビリンゴ スズキ
ボラ
ウロハゼ
マハゼ
セスジボラ
コボラ

スズキ
ボラ
ビリンゴ
ウロハゼ
マハゼ
チチブ
ハゼ科の一種

マルタ
ウグイ属の一種
ボラ
スズキ
ヒイラギ
トサカギンポ
チチブ
ウロハゼ
マハゼ
アベハゼ

底生生物

シラタエビ、テナガエビ、モクズガニ、
クロベンケイガニ、スジエビモドキ、ウミ
ゴマツボ、ヤマトオサガニ、カワグチツボ

カワゴカイ属の一種
ミズミミズ科の一種
ユスリカ亜科の一種
ヤマトスピオ
テナガエビ
など全20種

アサリ
カワゴカイ属の一種
ヤマトスピオ
テナガエビ
シラタエビ
など全26種

アサリ
カワゴカイ属の一種
ヤマトスピオ
テナガエビ
スジエビモドキ
など全46種

H24現況
オギ
ヨシ
セイタカアワダチソウ
など全73種

H21現況

ヒメガマ
ヨシ
など全77種

植物

ヨシ、ヒメガマ、オギ
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●望ましい水環境の姿 

 １）守りたい・保全したい生き物 

魚類 
①スズキ、マハゼ 
②ビリンゴ 

①守っていきたい種 
（保全したい種） 

②生息（生育）を目指す種 
（呼び戻したい種） 

底生生物 

①テナガエビ、モクズガニ、スジエビモドキ、
ウミゴマツボ、ヤマトオサガニ、 
カワグチツボ 

②シラタエビ、クロベンケイガニ 

植物 ②ヨシ、ヒメガマ、オギ 

 ２）物理環境 

河床材料 細礫、中～細砂 

河道 中洲（干潟）を保全する。 

護岸構造 
魚釣りのできる足場の確保 

治水・美観の向上等に配慮した護岸 

河川周辺 

遊歩道、サイクリングコース沿いの親水・修景施設等の充実 
水源域の谷津、河川沿いの樹林地、湿地等の保全・再生 
原風景を活かした季節感のある周辺景観の保全・創出 
河道を含めてゴミが散乱していない。 

 ３）水質・流量 

ＢＯＤ 5mg/L 以下 

溶存酸素量 5mg/L 以上 

流量 人為的に流量を調節している河川であるため設定しない。 

 

●目標達成のための取組み  

 １）いろいろな水辺の生き物の保全 

・ 花見川の流域は上流も含めて河川沿いに緑地が多く、千葉市の重要な緑地軸を形成しています。

また、野鳥等の生息地としても重要な役割を果たしていることから、周辺の公共施設、公園等も

含めて、緑と水辺のネットワークの形成に努めます。 

 

 ２）親しみのもてる水辺の創出 

・ 人々が快適に水辺の散策や散歩ができるように、遊歩道やサイクリングコース沿いの景観等の向

上に努めます。 

・ （仮称）水環境保全委員による清掃活動を実施します。 

 

 ３）ゆたかな流れ（水量）の確保 

・ 河川沿いに整備された花見川千本桜緑地などの公園・緑地の保全に努めます。 
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 ４）きれいな水（水質）の保全 

・ 生活排水の集合処理（公共下水道等）を進めるとともに、集合処理が適さない地域については、

合併処理浄化槽の設置を促進します。 

・ 環境保全型農業（環境にやさしい農業）を推進します。 

 

●主な施策 

いろいろな水辺の生き物の保全 緑のネットワーク化 

親しみのもてる水辺の創出 
普及啓発活動の推進〔パンフレット・マップ等〕 

（仮称）水環境保全委員による活動 

ゆたかな流れ（水量）の確保 都市公園、緑地等の維持管理〔花見川千本桜緑地等〕 

きれいな水（水質）の保全 
生活排水対策の推進〔公共下水道・合併処理浄化槽〕 

環境保全型農業の推進 

 


